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1. INTRODUCTION
$\mathrm{G}$ を局所体 $F$ 上定義された連結な reductive group とし, $\mathrm{H}$ を $F$

上の $\mathrm{G}$ の部分群とする. いま, $G=\mathrm{G}(F)$ の既約ユニタリ表現 $(\pi, V_{\pi})$

と $v,$ $v’\in V_{\pi}$ に対して積分

(1.1) $\int_{H}(\pi(h)v, v’)dh$

を考える. これは, 保型形式の周期積分の類似と見なす事ができ, $\pi$ の

$L$-factor や $\epsilon$-factor と関係することが期待できる. 例えば, 本研究集会
での池田-市野の講演のように, $\mathrm{G}=SO(n+1)\cross SO(n),$ $\mathrm{H}=SO(n)$

で $\pi=\pi_{1}$ 図 $\pi_{0}$ が $G$ の不分岐な tempered 表現の場合は, 上記の積分
(1.1) は,

$\frac{L(_{2}^{1}\sim,\pi_{1}\cross\pi_{0})}{L(1,\pi_{1},\mathrm{A}\mathrm{d})L(1,\pi_{0},\mathrm{A}\mathrm{d})}$

を使って表す事が出来る ([II] 参照).
ここで, $\mathrm{G}=\mathrm{H}\cross \mathrm{H}$ に $\mathrm{H}$ を対角に埋め込んだ場合を考える. いま,

$\pi_{H}$ を $H$ の square integrable 表現とし, $\check{\pi}_{H}$ をその反傾表現とする. こ

のとき, $\pi=\pi_{H}$ 図 $\check{\pi}_{H}$ とすると, 積分 (1.1) は $\pi_{H}$ の formal degree を定
義していたものである. この場合も積分 (1.1) が $L$-factor や $\epsilon$-factor と

関係するならば, formal degree を $L$-factor や $\epsilon$-factor によって表すこ
とができると期待される. 実際に, 以下で述べるように, formal degree
es adjoint $\gamma$-factor

$\gamma$ ( $s,$ $\pi_{H}$ , Ad, $\psi$ ) $=\epsilon$ ( $s,$ $\pi_{H}$ , Ad, $\psi$ ) $\cdot\frac{L(1-s,\check{\pi}_{H},\mathrm{A}\mathrm{d})}{L(s,\pi_{H},\mathrm{A}\mathrm{d})}$

により書くことができると予想される (ここで, $\psi$ は $F$ の加法群に関
する自明でない指標で, Ad は $LH$ の Lie 環 Lie $(\hat{H})$ への adjoint 表
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現である ( $H$ は $\mathrm{H}$ の $\mathrm{L}$-群で $\hat{H}$ は $\mathrm{H}$ の dual grouP) $)$ . この予想は,
Langlands による Plancherel measure に関する予想を formal degree
を含むように自然に拡張したものであるが, これまで formal degree に
関するこのような予想は知られていなかったと思われる. $F=\mathrm{R}$ で $H$

がコンパクトな群の場合は, Weyl の次元公式により formal degree は
与えられるが, よく知られている Weyl の次元公式が, 実は $\mathrm{t}\mathrm{y}$-factor に
より書かれるということは著者にとって驚きであった.
本稿では, \S 2で formal degree に関する予想 (Conjecture 2.1) を述べ

る. ここでは Langlands conjecture を仮定する. \S 3では, Conjecture 2.1
の成り立っている例を挙げる. (但し, いくつかの場合には Langlands
対応は, その候補である). \S 4では $U(3)$ の stable な square integrable
表現に対する Conjecture 2.1の証明の概略を述べる (詳細は [HII] を
参照). この証明では, twisted endoscopy と intertwining operator を使
う. Twisted endoscopy を使うので $U(3)$ の場合に限っているが, 同様
の議論は他の群に対しても可能である.

2. FORMAL DEGREE に関する予想

$F$ を標数 $0$ の局所体とし $\psi$ を $F$ の加法群に関する自明でない指
標とする. $F$ がか詩体のときは, $F$ の整数環を $\mathit{0}_{F}$ と書き, $0_{F}$ の極大
イデアルを $\mathfrak{p}_{F}$ と書く. また, $q_{F}=|0_{F}/\mathfrak{p}_{F}|$ とおく. $F$ の絶対ガロア
群 $\mathrm{G}\mathrm{a}1(\overline{F}/F)$ を $\Gamma$ で表し, $F$ の Weil 群を $W_{F}$ で表す また, $F$ の

Langlands $\text{群}L_{F}\mathrm{g}$

$L_{F}=$
で与える. 以後, $\mathrm{G}$ を $F$ 上の連結な reductive group とし, $\eta$ : $\mathrm{G}arrow \mathrm{G}^{*}$

を $\mathrm{G}$ の quasi-split inner form $\mathrm{G}^{*}$ への inner twist とする また, $\mathrm{G}$ の

dual 群を $\hat{G}$ とし, $LG=\hat{G}\aleph Wp$ を L-群とする.
いま, $(\pi, V_{\pi})$ を $G=\mathrm{G}(F)$ の square integrable 表現とし, $(\cdot, \cdot)$ を

$V_{\pi}$ 上の $G$-不変なエルミ $-$ ト形式とする このとき, $\pi$ の formal degree
$d(\pi)$ は次の式で定義される.

$\int_{G/A}(\pi(g)u, u’)\overline{(\pi(g)v,v’)}dg=d(\pi)^{-1}(u, v)\overline{(u’,v’)}$, $u,u’,v,v’\in V_{\pi}$ .

ただし, A は $\mathrm{G}$ の中心の最大の連結な split torus で $A=\mathrm{A}(F)$ で

ある. Formal degree $d(\pi)$ は Haar measure $dg$ の取り方によっている
ので, Haar measure を明示する場合には $d(\pi, dg)$ と書くことにする.
Formal degree が Haar measure に $X$ っている–方で, $\gamma$-factor は $F$ の

加法群の指標 $\psi$ によっているので, Haar measure を $\psi$ から決めるこ
とができれば望ましいが, これは以下のようにして行うことができる.
いま, square integrable 表現が存在しなければならないので, $\mathrm{G}/\mathrm{A}$ が

54



Relation between the formal degree and the adjoint local factor

anisotropic な maximal torus をもっている場合を考えればよい. この
とき, Gross $[\mathrm{G}\mathrm{r}97\mathrm{a}, \S 4, \S 7]$ に従い, $\mathrm{G}/\mathrm{A}$ 上に次数が $\dim \mathrm{G}/\mathrm{A}$ で $F$

上定義された微分形式 $\omega_{\mathrm{G}/\mathrm{A}}$ を定めることができる. 微分形式 $\omega_{\mathrm{G}/\mathrm{A}}$

は $G/A$ 上の Haar measure を定義するが, その定義で使われる $F$ 上の

通常の Haar measure にかえて, $\psi$ に関する $F$ 上の self-dual な Haar
measure を使うことで, $G/A$ 上の Haar measure $\mu \mathrm{G}/\mathrm{A},\psi$ を定義するこ
とができる. 簡単に分かるように, $\psi$ を $\psi_{a}(x)=\psi(ax)$ でとりかえると,

$\mu_{\mathrm{G}/\mathrm{A},\psi_{a}}=|a|^{\frac{\dim G/\mathrm{A}}{F2}}$ .
$\mu \mathrm{c}/\mathrm{A},\psi$

となる. よって,

(2.1) $d(\pi, \mu_{\mathrm{G}/\mathrm{A},\psi_{a}})=|a|_{F}^{-\frac{\dim \mathrm{G}/\mathrm{A}}{2}}$ . $d(\pi, \mu_{\mathrm{G}/\mathrm{A},\psi})$

である.
ここで, tempered の場合の local Langlands conjecture について簡単

に復習する. $\Pi(G)$ を $G$ の既約許容表現の同値類全体のなす集合とす
る. Langlands は Langlands parameter $\phi:L_{F}arrow LG$ に対 $\text{し}$て, $\Pi(G)$

の有限部分集合 $\Pi_{\phi}(G)$ が対応すると予想した. この対応は, $L$-factor と
$\epsilon$-factor を保つと予想されているが, それ以外にも, $\phi$ が tempered (i.e.
$\phi(W_{F})$ が bounded) ならば $\Pi_{\phi}(G)$ に含まれる表現は全て tempered 表
現であり, $\phi$ 力 S tempered かつ elliptic ならば $\mathrm{I}\mathrm{I}_{\phi}(G)$ に含まれる表現は
全て square integrable 表現であることが予想されている. 以下では, $\phi$

が tempered とする. いま,

$S_{\phi}=\{s\in\hat{G}_{sc}|\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{t}(s)\circ\phi=a_{s}\cdot\phi\}$ ,
$S_{\phi}=S_{\phi}/S_{\phi}^{0}$ ,

とおく. 但し, $a_{s}$ は $W_{F}$ の $Z(\hat{G})$ に値をもつ trivial 1-cocycle であり,
$\hat{G}_{sc}$ es $\hat{G}\text{の}$ derived group $\text{の}$ simply connected covering group $\text{てあ}$

る. また, $Z_{\phi}$ を $Z(\hat{G}_{s\mathrm{c}})$ の $S_{\phi}$ での像とし, $Z_{\phi,\Gamma}$ を $Z(\hat{G}_{sc})^{\Gamma}$ の $S_{\phi}$ で

の像とする. (但し, $()^{\Gamma}$ は \Gamma -不変な元全体のなす部分群を意味する).
$\mathrm{G}$ は $\mathrm{G}^{*}$ の inner form なので, $H^{1}(F, \mathrm{G}_{ad}^{*})$ の class を定める. よって,

Kottwitz 写像
$H^{1}(F, \mathrm{G}_{ad}^{*})arrow\pi_{0}(Z(\hat{G}_{sc})^{\Gamma})^{D}$

(但し, ( ) は Pontrjagin dual を意味する) を通して $Z_{\phi,\Gamma}$ の 1次元指
標 $\chi \mathrm{c}$ を定めることができる. いま, $\chi_{\mathrm{G}}$ の $\mathcal{Z}_{\phi}$ の 1次元指標への延長
をひとつとり, それも同じ $\chi_{\mathrm{G}}$ で表すことにする. さて, $\Pi(S_{\phi}, \chi_{\mathrm{G}})$ に

よって $S_{\phi}$ の既約表現のなかで central character の $Z_{\phi}$ への制限\theta f $\chi c$

となるもの全体のなす集合を表すことにすると, 写像

$\Pi_{\phi}(G)arrow\Pi(S_{\phi,x\mathrm{G}})$
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が存在すると予想されている. この対応は, –意的ではないが, $\pi$ に対
応する $S_{\phi}$ の既約表現 $\rho_{\pi}$ の次元は–意的に定まると予想されている.
この $\rho_{\pi}$ の次元を $\langle 1, \pi\rangle$ と表すことにする.

Formal degree に関する予想を述べる為に, $\mathrm{G}/\mathrm{A}$ の dual group を

ひとおいて, ひでの S-群を

$S_{\phi}^{\mathfrak{h}}=\{s\in\hat{G}^{\mathfrak{h}}|\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{t}(s)\circ\phi=\phi\}$,
$S_{\phi}^{\#}=\pi_{0}(S_{\phi}^{\#})$ ,

と定める. また, Ad を $LG$ の Lie $(\hat{G})/\mathrm{L}\mathrm{i}\mathrm{e}(Z(\hat{G})^{\Gamma})$ への adjoint 表現
とし,

$\gamma$ ( $s,\pi$ , Ad, $\psi$ ) $=\epsilon$( $s,$ $\pi$ , Ad, $\psi$ ) $\cdot\frac{L(1-s,\check{\pi},\mathrm{A}\mathrm{d})}{L(s,\pi,\mathrm{A}\mathrm{d})}$

(但し, $\check{\pi}$ は $\pi$ の反磁表現) とする.
この節の中心となる formal degree に関する予想は次のものである.

Conjecture 2.1 (市野). $\phi$ を tempered で elliptic な Langlands pa-
rameter とするとき, $\pi\in\Pi_{\phi}(G)$ に対して

$d( \pi)=\frac{\langle 1,\pi\rangle}{|S_{\phi}^{\mathfrak{h}}|}$
. 化 (0, $\pi$ , Ad, $\psi$ ) $|$

が成り立つ.

Remark 2.2. $\phi$ が elliptic なので, Ad $0\phi$ は trivial 表現を含まない.
よって, $\gamma$-factor $\gamma$ ( $s$ , Ad $\circ\phi,$ $\psi$ ) は $s=0$ で零点も極ももたない.

Conjecture 2.1は Plancherel measure に関する Langlands の予想を
formal degree に自然に拡張したものになっている 以下で Conjecture
2.1を使って Pltcherel measure を書いてみる. $\mathrm{G}$ の極大な split torus
$\mathrm{A}_{0}$ をとる. $\mathrm{P}$ を $\mathrm{A}_{0}$ を含む parabolic 部分群とするとき, $\mathrm{P}$ は, $\mathrm{A}_{0}$ を

含む Levi 部分群 $\mathrm{M}$ と unipotent radical $\mathrm{N}$ の積に分解される. この

とき, $M$ の square integrable 表現の同値類全体のなす集合 $E_{2}(M)$ に,
$M$ の不分岐な 1次元指標全体のなす群 ${\rm Im} X(M)$ が作用する. ここで,
$\Theta=\{(\mathfrak{Q}, \mathrm{P}=\mathrm{M}\mathrm{N})\}$ を $\mathrm{A}_{0}$ を含む $\mathrm{P}$ と $E_{2}(M)$ のなかの ${\rm Im} X(M)-$

orbit $\iota\supset$ の組全体のなす集合とする さて, $(\mathrm{D}, \mathrm{P})\in \mathrm{O}-,$ $\pi\in \mathrm{D}$ とする.
$\phi_{M}$ : $L_{F}arrow LM$ を $\pi$ に対応する (conjectural) Langlands parameter
とし, $r_{M}$ を $LM$ の Lie $(\hat{G})/\mathrm{L}\mathrm{i}\mathrm{e}(Z(\hat{M})^{\Gamma})$ への adjoint 表現とする. また,

$d \nu(\pi)=\frac{\langle 1,\pi\rangle}{|S_{\phi_{NI}}^{\mathfrak{y}}|}\cdot|\gamma(0, \pi, r_{M}, \psi)|\cdot d\pi$

とおく. 但し, $d\pi$ は $\mathrm{O}$ の上の Lebesgue measure とする (正確な定義
は [$\mathrm{W}\mathrm{a}03,$ $\mathrm{p}\mathrm{p}.239$ and 302] を参照) このとき, Conjecture 2.1を考慮
すると, Plancherel formula は次の形になる.
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Conjecture 2.3.

$f(1)= \sum_{(\mathfrak{d},\mathrm{P}=\mathrm{M}\mathrm{N})\in\ominus}c_{M}\int_{\mathfrak{Q}}$trace $\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}_{P}^{G}(\pi)(f)d\nu(\pi)$ , $f\in C_{c}^{\infty}(G)$ .

但し, 定数 $c_{M}\in \mathbb{R}_{>0}$ は $D$ によらず $\mathrm{M}$ のみによっている. ($\int \mathrm{W}\mathrm{a}03]$ を

参照).

3. EXAMPLES

Conjecture 2.1は以下の場合には確かめられている (詳細は, [HII,
\S \S 2,3] 参照) いずれの場合も, 元になる結果は Conjecture 2.1 とは異
なる形で書かれているので, $\gamma$-factor を使った形に書き直す必用がある.

$F=\mathrm{R}\text{て}G$ es compact
Conjecture 2.1は Weyl の次元公式と $G$ の体積の公式から導かれる.

以下の結果は全て $F$ が p\tilde 進講の場合.

$\mathrm{G}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{n}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{f}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{m}\text{この場合は}\mathrm{S}\mathrm{i}\mathrm{l}\mathrm{b}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{g}\mathrm{e}\mathrm{r}$

-Zink [SZ96, Zi93] の結果から導かれる.

$\mathrm{G}\dot{>}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{n}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{m}\text{この場合は},GL_{n}\text{の}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{n}\mathrm{e}\mathrm{r}$

form に関する上の結果と, 斎 [平賀 [HS]
から導かれる.

$, \frac{}\pi\pi\mathrm{B}\text{が}>\mathrm{S}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{b}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{g}\text{表現}{\mathrm{B}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{e}1[\mathrm{B}\mathrm{o}76]\text{よ}}$

る $\pi$ の formal degree の計算と Kottwitz [Ko88] $k$

Gross $[\mathrm{G}\mathrm{r}97\mathrm{a}, \mathrm{G}\mathrm{r}97\mathrm{b}]$ の結果から導かれる.

$\mathrm{G}\text{が}\mathrm{a}\mathrm{d}\mathrm{j}\mathrm{o}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{t}\mathrm{e}\mathrm{d}\mathrm{e}\mathrm{r}$

[${\rm Re}$で]sの結果な例か外ら従型のう群で, $\phi$ が不分岐

$\mathrm{G}\text{が不分}\mathbb{R}\text{な群}\mathrm{G}^{*}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{d}\mathrm{e}\mathrm{r}$ の Rp]u\emptyset re結果と foGrmrosで [G\mbox{\boldmath $\phi$}rが at]aか eら従う.
4. $U(3)$ の場合

ここでは, 次の定理の証明の概略を説明する (詳細は, 池田-市野-平
賀 [HII] を参照).

Theorem 4.1. $F$ を $p$ -進体とし $\mathrm{H}=U(3)$ を $F$ 上定義された 3次の
ユニタリ群とする. もし, $\pi_{H}$ が $H$ の stable な square integrable 表現
であれば,

$d( \pi_{H})=\frac{1}{2}\cdot|\gamma$ ( $0,$ $\pi_{H}$ , Ad, $\psi$ ) $|$
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である. つまり, Conjecture 2.1が成り立つ.

証明には, twisted endoscopy を用いる. $E$ を $F$ 上の 2次の拡大体
で, $U(3)$ が $E$ 上 split するものとする. $\mathrm{G}={\rm Res}_{E/F}GL(3)$ とすると,
$\mathrm{G}\mathrm{a}1(E/F)$ の non-trivial な元 $\sigma$ が $\mathrm{G}$ に $F$ 上の同形写像を引き起こ
す. この同形写像も $\sigma$ と書くことにする. 類体論により 2次拡大 $E/F$

に対応する $F^{\mathrm{x}}$ の指標を $\omega_{E/F}$ と表す. ここで,

$J=$
とおいて, $\mathrm{G}$ の $F$ 上定義された同形写像 $\theta$ を

$\theta(g)=\mathrm{A}\mathrm{d}(J)(\sigma(^{t}g^{-1}))$ , $g\in \mathrm{G}$ ,

により定める. いま, $\hat{G}=GL(3, \mathbb{C})\cross GL(3, \mathbb{C})$ に $W_{F}$ の作用を

$(g_{1}, g_{2})rightarrow$ $\mathrm{i}\mathrm{f}w\in W_{E}\mathrm{i}\mathrm{f}w\not\in W_{E}’$

,

で定めると, $LG=\hat{c}_{\rangle}\triangleleft W_{F}$ である. また, $\hat{H}=GL(3, \mathbb{C})$ に $W_{F}$ の作
用を

$h\mapsto$
により定めると $LH=\hat{H}nW_{F}$ である. ここで, $\xi$ : $LHarrow LG$ を

$\xi(h\aleph w)=(h, \mathrm{A}\mathrm{d}(J)(^{t}h^{-1}))\aleph w$

で定めると, $(\mathrm{H}, LH, 1, \xi)$ は $(\mathrm{G}, \theta)$ の endoscopic data となっている.
また, $r$ を $LG$ の $\mathbb{C}^{3}\otimes \mathbb{C}^{3}$ への Asai 表現とし, $r’=r\otimes\omega_{E/F}$ とすると,

$r’\circ\xi$ は $LH$ の Lie $(\hat{H})$ への adjoint 表現 Ad と同値になる.
さて, $\phi_{H}$ : $L_{F}arrow LH$ を $\phi_{H}$ に対応する Langlands parameter と

し, $\pi$ を $\phi=\xi\circ\phi_{H}$ : $L_{F}arrow LG$ に対応する $G$ の既約表現とする. こ

のとき, $\pi_{H}$ が stable なので, $\pi$ は square integrable 表現となる. また,
$\pi$ は $\theta$-不変なので, intertwining operator $\pi(\theta):V_{\pi}arrow V_{\pi}$ を

$\pi(\theta)\pi(g)=\pi(\theta(g))\pi(\theta)$ , $g\in G$ ,
$\pi(\theta)^{2}=\mathrm{i}\mathrm{d}$ ,

をみたすようにとることができる. いま, $v$ , v/\in V』とし, $\pi$ の matrix
coefficient $f\mathrm{g}$

$f(g)=(\pi(g)v, v’)$ , $g\in G$ ,
により定める. すると, Schur orthogonality relation によって, strongly

$\theta$-regular $\theta$-semisimple で $\theta$-elliptic な元 $\gamma$ に対して,
(4.1) $J^{\theta}(\gamma, f)=d(\pi)^{-1}(v, \pi(\theta)v’)J^{\theta}(\pi, \gamma)$
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が成り立つ. 但し, $J^{\theta}(\gamma, f)$ は twisted orbital integral で, $J^{\theta}(\pi, \gamma)$ は

twisted character である.
さて, $J^{\theta}(\pi)$ は 1の近傍で nilpotent orbital integral の Fourier 変換

の–次結合に表すことができるので, nilpotent element $0$ の項の係数を
$c_{0,\theta}(\pi)$ と書くことにする 同様に, $\tau$, の character $J(\pi_{H})$ の 1の近傍
での展開の nilpotent element $0$ の項の係数を $c_{0}(\pi_{H})$ と書くことにす
る. ここで, $J^{\theta}(\gamma, f)$ も 1の近傍で Shalika germ expansion をもつの
で, 式 (4.1) から, homogeneity により

(4.2) $(v, \pi(\theta)v’)\cdot c_{0,\theta}(\pi)=d(\pi)\cdot J^{\theta}(1, f)$

がいえる.

Theorem 4.2.
$|c_{0,\theta}(\pi)|=\mathrm{c}\cdot|\gamma(0, \pi, r’, \psi)|=c\cdot|\gamma$($0,$ $\pi_{H}$ , Ad, $\psi$) $|$

但し) $c\in \mathbb{R}_{>0}$ は $\pi$ によらない定数.

Remark 4.3. Henniart $[\mathrm{H}\mathrm{e}03]$ の結果から, Langlands-Shahidi の $\gamma-$

factor の絶対値 $|\gamma_{LS}(s, \pi, r’, \psi)|$ と $|\gamma(s, r’\circ\phi, \psi)|$ は–致している.

Theorem 4.2の証明の概略.
$c\#=U(6, F)=\{g\in GL(6, E)|gQ\sigma(^{t}g)=Q\}$

とする (但し, $Q=$ ). また,

$X=\{x\in \mathrm{M}\mathrm{a}\mathrm{t}_{3\mathrm{x}3}(E)|\mathrm{A}\mathrm{d}(J)(\sigma(^{t}x))=x\}$

$\mathrm{a}\text{し},$ $c\#\text{の}$ parabolic subgroup $P\#=M\# N\#\#$

$M^{\#}=\{|a\in GL(n, E)\}$

$N^{\#}=\{|x\in X\}$

により定める. ここで, 誘導表現

$I(s,\pi)=\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{d}c\# P\#(\pi\otimes|\det|_{E}^{2})s\sim$ , $s\in \mathbb{C}$

を考える. さて, $M(s, w, \pi):I(s, \pi)arrow I(-s,w(\pi))$ を$w=$
に関する正規化していない intertwining operator とすると, $I(0, \pi)\mathrm{B}^{S\text{既}}$

約であることと, 正規化した intertwining operator が unitary operator
であることから (Shahidi [Sh90]),
(4.3)

$|({\rm Res}_{s=0}M(s, w, \pi)\Psi(1), v’)|=|{\rm Res}_{s=0}\gamma(s, \pi, r, \psi)^{-1}(\Psi(1), \pi(\theta)v’)|$
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が $\Psi\in I(s, \pi)$ に対していえる. -方, $\overline{N}^{\#}=wN\# w^{-1},$ $L=X\cap$

$\mathrm{M}\mathrm{a}\mathrm{t}_{3\mathrm{x}3}(0_{E})$ とし, $\Psi\in I(s, \pi)$ を, $P\#\overline{N}^{\#}\iota’.P\#$ を法として compact な
台をもち, しかも

$\Psi()=$
をみたすものとすると ( $\Psi$ はこの条件で–意的に決まる), Goldberg
[Go94] の結果から,

(4.4) $({\rm Res}_{s=0}M(s, w, \pi)\Psi(1), v’)=c\cdot J^{\theta}(1, f)$

が導かれる. 但し, $c\in \mathbb{R}_{>0}$ は $\pi$ によらない定数. よって, $\pi$ に対して
は Conjecture 2.1が成り立っていることと, (4.2), (4.3), (4.4) から定理
がいえる 口

さて, ここで, $\mathrm{b}\mathrm{a}\mathrm{n}_{H}^{G}J(\pi_{H})$ を $H$ の stable distribution $I(\pi_{H})$ の $G$

の distribution への transfer とすると,
$J^{\theta}(\pi)=c\cdot \mathrm{R}\mathrm{a}\mathrm{n}_{H}^{G}J(\pi_{H})$

となる. (但し, $c\in \mathbb{C}^{\mathrm{x}}$ は定数で $|c|$ は $\phi_{H}$ によらない). よって,
homogeneity $\mathrm{B}>\text{ら}$

(4.5) $|c_{0,\theta}(\pi)|=|c|\cdot|c_{0}(\pi_{H})|$

がいえる. $H$ の Steinberg 表現を $\pi_{H,0}$ と書くと, $|c_{\mathit{0}}( \pi_{H})|=\frac{d(\pi_{H})}{d(\pi_{H,0})}$ な

ので, $\pi_{H,0}$ に対しては Conjecture 2.1が成り立っていることと, Theorem
4.2と (4.5) から

$d( \pi_{H})=\frac{1}{2}\cdot|\gamma$( $0,\pi_{H}$ , Ad, $\psi$ ) $|$

がいえる.

Remark 4.4. Endoscopic transfer が証明されていなければならない
ので, $\mathrm{H}=U(3)$ としているが, 同じ議論は, 他の群でも可能である.

Remark 4.5. 同様の議論により, $GL(n, F)$ の場合の証明もできる. こ

れは, Silberger-Zink [SZ96, Zi93] の結果の別証明になっている. $([\mathrm{H}\mathrm{I}\mathrm{I}$ ,
\S 4] 参照)
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